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Abstract

Ａｎａｔｏｍｉｃａｌａｎｄｈｉｓｔｏｌｏｇｉｃａｌｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎｓｏｆａｎｏｒｇａｎｒｅｓｅｍｂｌｉｎｇｔｈｅｌｙｍｐｈ

ｏｒｇａｎｗｅｒｅｃｏｎｄｕｃｔｅｄｆｏｒｔｈｅｉｓｏｐｏｄＬｊｇｊａｅ範ｏｔｊｃａＲｏｕｘ、Ｌｉｇｈｔａｎｄｅｌｅｃｔｒｏｎｍｉｃｒｏｓ‐

ｃｏｐｉｅｓｗｅｒｅａｐｐｌｉｅｄｔｏｃｌａｒｉｆｙｔｈｅｃonstructionandtodefinetheultrastructural

characterofthecellsiｎｔｈｅｏｒｇａｎ、Theorganconsistedoftwopairedovoidcorpus-

clesdistributedcloselytoeacharterywitｈｉｎｔｈｅ６ｔｈａｎｄ７ｔｈｓｅｇｍｅｎｔｓ・Ｔｈｅｏｒｇａｎ

ｈａｄｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎｓｗｉｔｈｔｈｅｉｎｔｅｓｔｉｎｅａｎｄｇｏｎａｄｖｉａｔｈｅｖａｓｃｕｌａｒｓｙｓｔｅｍ・Ｔｈｅｏｒｇａｎ

ａｎｄｔｈｅｇｏｎａｄｗｅｒｅｌｉｎｋｅｄｂｙｔｈｅｖａｓｄｅｆｅｒｅｎｓｏｒｏｖａｒｙ・Histologically，ｔｈｅｏｒｇａｎ

ｗａｓｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏｔｗｏｐａｒｔｓ；ｍｅｄｕｌｌａａｎｄｃｏｒｔｅｘ・Ｔｈｅｍｅｄｕｌｌａｃｏｎｔａｉｎｅｄｌｙｍｐｈｏｉｄ，

ｐｌａｓｍｏｉｄａｎｄｒｅｔｉｃｕｌｕｍ－ｌｉｋｅｃｅｌｌｓ・Ｔｈｅｃｏｒｔｅｘｃｏｎｓｉｓｔｅｄｏｆｌｙｍｐｈｏｉｄａｎｄｒｅｔｉｃｕｌｕｍ‐

likecells．

甲殻類におけるリンパ様器官の存在に関してはコウライエビＰｅ"αｅｕｓｍ伽α"sで見い

出されて以来，他のエビＰ・ﾉ叩o"畑s,Ｐ.cａｒｍα伽,Ｐ・ｍｄ畑sやＰ,ｍｅ増u伽sjs等でもそ

の存在が確認されている'も一方，この器官は既に十脚目等で知られている白血球形成器官

leucopoieticorganと異なり，類リンパ器官lymphoidorganであると考えられている2も

しかし，他の甲殻類におけるこの器官についてはその存否をはじめとして形態構造や機能に

ついても不明の点が多い。今回筆者等は甲殻類等脚目に属するフナムシLjgjaexOtjca

Rouxの心臓の側方に，このリンパ様器官を認めるとともにその解剖学的および組織学的観
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察を行なった。その結果を以下に報告する。なお本研究は鹿児島大学水産学部において１９８１

年８月より1983年５月にわたり行なったもので，その間電子顕微鏡の使用に関して技術的

指導を賜った当学部野呂忠秀博士に対し，ここに感謝申し上げたい。

材料と方法

材料には鹿児島市与次郎浜の海岸より採集したフナムシの成体（体長４－５cm）を供した。

10％ホルマリン水溶液を用いて固定した標本を実体顕微鏡下で解剖し観察を行なった。また

組織学的観察のために，摘出したリンパ様器官を飽和ピクリン酸水溶液（２容）と飽和昇禾

水溶液（１容）の混合液にＮａ２ＳＯ４を２％となるように加えた固定液に２時間浸漬後，パラ

フィン包埋し，常法に従い，厚さ４αｍの組織切片とした。染色にはMcManus過沃素酸

Schiff（PAS）とMayerへマトキシリンの重染色法を用いた。さらに，電子顕微鏡の観察に

あたっては摘出した器官を４％グルタールアルデヒドと0.25Ｍになるように蘇糖を添加し

た0.2Ｍｓ－コリジン緩衝液（ｐＨ7.3-7.4）で前固定（５－８℃・２時間）を行なった後，

洗浄液（0.25Ｍ蕨糖・0.2Ｍｓ－コリジン緩衝液）で洗浄（５－８℃・１０分間×３回）を実

施した。次いで，５％オスミウム酸。0.25Ｍ蕨糖・0.2Ｍｓ－コリジン緩衝液で後固定（５－

８℃・２時間）を行なった。さらに，エチルアルコール脱水後，ＥＰＯＮ樹脂で包埋した3も

Porter-BlumMT-1型ミクロトームで超薄切片とした試料は酢酸ウラン・クエン酸鉛によ

る電子染色を施し，日立Ｈ300透過型電子顕微鏡で観察した。

結果

解剖学的観察：リンパ様器官は胸部第６，第７両体節心臓腹面寄りの側方に位置した

(Figs､１，２)。当該器官はやや透明な２対の卵形小体で，結合組織性の被膜によって囲まれ

ており，その周囲は海綿状の疎性結合組織で包まれていた。フナムシには正中線に沿った細

長い管状の心臓が第５より第13体節までの背甲の内面にあり，その後端は閉じているが，

その前端は細くなりつつ前方へ伸び，そのまま前方大動脈となる４８更に心臓は前端と中央

部側方から左右対称の動脈を各々１，３対備えているが，リンパ様器官は後者３対の動脈の

間に介在した。この動脈はいずれもリンパ様器官と血管連絡を示し，一方，この器官は生殖

鍋
ﾛﾜｰｰｰﾓﾘー－－”一一ロヮーーモ、

Ｆｉｇ．１ＬｏｃａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｌｙｍｐｈｏｉｄｏｒｇａｎｉｎｔｈｅｍａｌｅｏｆＬｉｇｉａｅｘｏｔｊｃａ・

Ａｂｂｒｅｖ.，ａ，ａｎｕｓ；ａｒ，artery；ｅ，eye；ｇｄ，ｇｏｎａｄ；ｇｕ，ｇｕｔ；ｈｔ，

heart；ｌｏ，ｌｙｍｐｈｏｉｄｏｒｇａｎ；ｓ，ｓｔｏｍａｃｈ．
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ｖｄ，vasdeferens．

3１

腺，腸とも血管で通じていた。しかし，雄と雌では生殖腺に通じる血管の連結部位が異なり，

雄では血管が輸精管と連結しているのに対し，雌では卵巣と連結していた。

光学顕微鏡による観察：リンパ様器官の組織形態をFig.３に示した。この器官はＰＡＳ－

ヘマトキシリン染色法で明調に染まる髄質と暗調に染まる皮質からなり，外側は結合組織性

の被膜によって包まれていた。髄質部は直径９－２４〃ｍの細胞により構成され，この細胞の

核は卵形ないし球形を呈していた。皮質部には直径５－１８ｕｍの細胞が密に集積していた

Ｆｉｇ．３Ｈｉｓｔｏｌｏｇｉｃａｌｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｏｆｔｈｅｌｙｍｐｈｏｉｄｏｒｇａｎ・Ａｂｂｒｅｖ.，

ＣＯ，ｃｏｒｔｅｘ；ｍｅ，ｍｅｄｕｌｌａ；ｓ，ｓｍｕｓ．
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睦略

Fig.４Ｅｌｅｃｔｒｏｎｍｌｃｒｏｇｒａｐｈｓｏｆｔｈｅｃｅｌｌｓｉｎｔｈｅｌｙｍｐｈｏｉｄｏｒｇａｎ、４ａ，ｃｏｒｔｅｘ；４ｂ，retic‐

ulum-likecell；４c，plasmoidcell；４．》plasmoidcelLAbbrev.，９，Golgiapparatus；

ｌｙ，ｌｙｍｐｈｏｉｄｃｅｌｌ；ｍ１，mitochondria；ｎ，nucleus；ｎｍ，nuclearmembrane；ｐｌ，

plasmoidcell；rer，roughsurfacedendoplamlcreticuluｍ；ret，reticulum-likecell．
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(Fig.３)。結合組織性の被膜からは皮質の内部へ向かって隔膜が伸び，この被膜の直下には

比較的広い細胞間隙があった。特にリンパ様器官の小体両端部は細胞間隙が広く，被膜下洞

を形成していた。従って，遊離状態の類リンパ細胞が数多く観察された。被膜と接する細胞

群は染色されにくく，それら細胞間の境界は不明瞭であった。

電子顕微鏡による観察：このリンパ様器官の微細構造についてはFigs,４ａ－４ｄに示した。

この器官の髄質と皮質は特別な境界膜を持たず，内部には類リンパ細胞lymphoidcell，類

細網細胞reticulum-likecell，類形質細胞plasmoidcellの三種類が識別できた。そのうち，

類リンパ細胞は細胞質に比べて著しく大きい核を備え，この核は一般に円形あるいは卵形を

呈するが，凹凸部が存在することもあり，凝集した染色質は核膜の辺縁や核内に散在してい

た（Fig.４a)。次に類細網細胞は電子染色により特異的な暗調を呈し，細胞質は細長い突起

を近隣細胞の間隙に伸ばし，隣りあった類細網細胞と連絡網を形成していた。その核は不規

則に入り込んだ形状を呈し，凝集した染色質は核膜の辺縁と核内に塊って存在していた

(Fig.４b)。なお類形質細胞は極めて特異な細胞内構造を示した。即ち粗面小胞体（rer）の

発達が著しく，それは同心円もしくは環状に配置した様相を呈し，周囲の細胞質にはリボゾー

ムが豊富に分布した（Figs､４c’４.)。但しこの粗面小胞体は比較的小さな空胞となって，細

胞質内に散在する例もあった。この核の中央には比較的大きい核小体が一個あり，凝集した

染色質は核小体と核膜の両辺縁に分布していた。

考察

フナムシの胸部第６，第７体節の位置にリンパ様器官の存在を認めたが，この器官は

Oka')によるコウライエビＰ,ｏｒ伽tα"sのリンパ様器官と比較すると，その組織構造と位置

に相違が認められた。即ち後者で雌のリンパ様器官は肝騨臓と卵巣第１分岐葉の間に，また

雄では肝牌臓と胃の間に存在するのに対し，フナムシでは心臓中央部側方の生殖腺に近い位

置に存在した。さらにコウライエビのリンパ様器官は細い血管が分布し，それぞれリンパ様

組織に包まれた構造単位を形成するのに対し，フナムシではその輸入血管はリンパ様器官の

端で洞様構造とつながっている。また，フナムシのリンパ様器官内に種々に異なる大きさの

細胞がみられ，一般に皮質部で5-18,ｕｍの細胞が，髄質部で9-24,(ｚｍの細胞が多数を占

めるのに反して，コウライエビのリンパ様器官の中に存在する２．５－４．０〃ｍの類リンパ細

胞lymph-likecellに該当する細胞はここでは認められなかった。フナムシの類リンパ細胞

は５－１８〃ｍ程と比較的大きく，それは皮質の周辺に多く集積していた。これらの細胞はそ

の大きさや染色性において血リンパ中に浮瀞する遊離細胞に酷似していた。ところで，高等

動物におけるリンパ実質の基本構造は細網細胞でとりかこまれた細網繊維とその中にあるリ

ンパ球．形質細胞両系等に属する遊離細胞からなるという。また，小川および永野5)による

とネコの牌臓におけるリンパ小節の中心にはリンパ球がほぼ球形かつ密に集合している。今

回得られたフナムシのリンパ様器官の構造を前者と比較してみると，多くの点で類似してい

た。しかし，無脊椎動物，特に等脚目の造血器官に関しては知見に乏しい。昆虫では，血球

は一般に腹部神経索に沿って存在する中旺葉組織もしくは造血器官6-9)に由来することが報

告されている。鱗迩目カイコガBomhyjcmorjでは幼虫の迩芽の内側に多数の造血器官が分
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布し，幼虫脱皮期に多数の血球を放出するが，蛸への変態期には内部のすべての血球を放出

後，崩壊すると云う8も甲殻類の十脚目では白血球形成器官は胃噴門部の背側に近く位置す

る'''0もしかしフナムシのリンパ様器官皮質部と腹神経索に沿う海綿状組織内とに存在する

遊離細胞がいずれも血リンパを浮瀧する遊離細胞に酷似することも考慮すると，このリンパ

様器官は造血機能を担う可能性が推察される。なおFigs,４c,４．に示すように類形質細胞は

粗面小胞体の発達が著しい点で，特徴的形態を示すが渡辺'')によると家兎の牌臓における形

質細胞の粗面小胞体の主要機能は蛋白質合成であって，合成機能のさかんな細胞では一般に

粗面小胞体がよく発達していると解されている。よってフナムシの類形質細胞に認められた

粗面小胞体の著明な発達は，コルジ装置およびミトコンドリア等との相互の関与とあいまっ

て積極的な蛋白質合成の営まれている可能性を示唆していると考えられる。

要約

フナムシのリンパ様器官を解剖学的に明らかにするとともに組織学的観察と電子顕微鏡に

よる微細構造の観察を行なった。この器官は２対の卵形を呈す小体で，第６，第７体節内に

あって心臓の中央部側面から派出する３対の動脈の間に介在する。この器官は明調の髄質と

暗調の皮質部および結合組織性被膜によって構成されていた。皮質部の周辺には類リンパ細

胞の分布が多く，その大きさや染色性および微細構造等の形態学的諸点で血リンパ細胞に酷

似しており，当該器官には造血機能が推察された。さらに微細構造の観察から三種類の細胞

を区別し得た。すなわち類リンパ，類細網および類形質の各細胞である。特に類形質細胞は

同心円状もしくは環状の粗面小胞体がよく発達していて，活発な蛋白質合成の機能を窺わせ

た。
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